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「未来へと歩みだす、確かな礎づくり」 

令和４年度 新潟県支部事業運営の基本方針

日本赤十字社新潟県支部の令和４年度の事業方針は「未来へと歩みだす、確かな礎

づくり」です。

当支部は明治 年 月 日に発足し、今年で設立 年を迎え、これまで「人

間のいのちと健康、尊厳を守る」との人道的任務を達成するため、災害救護活動をは

じめ、救急法や防災等講習会、血液事業、病院事業等の赤十字事業を実施してまいり

ました。しかし、令和元年末から世界を震撼させている新型コロナウイルス感染症の

拡大により、対人・接触型のこれまでの支部事業等については見直しを余儀なくさ

れ、可能な限りオンラインを活用した実施方法等に見直しを図ってきたところです。

未だ、新型コロナウイルス感染症が収束せず、先が不透明な状況ではありますが、

設立 年を迎えることを契機に、令和４年度事業方針は「未来へと歩みだす、確か

な礎づくり」としました。「災害から命を守る日本赤十字社」を確立し、来るべき大

災害に備え、災害救護対応の充実に取り組むほか、感染症に配慮しながらも多くの

方々に講習を受講していただくためのシステムの導入、そして豊かな心をもった青少

年の育成に取り組む「赤十字こども若者未来会議」（仮称）を発足します。

さらに令和４年度には、講習の受講者やボランティア等が集う場であり、災害時に

は災害救護活動の拠点となるべく「新・赤十字会館」の建設工事が始まります。時代

の変化、社会のニーズに対応しつつ、着実にこれまでの事業を実施しながら、今、そ

してこれからの赤十字活動を推進してまいります。

 
日本赤十字社新潟県支部 中期ビジョンで掲げる３つの柱 

 
（第 1 次 中期事業計画 2020-2024） 

 
柱１：災害に備える 
 
柱２：赤十字を広く知ってもらい、パートナーとの協働を推進する 
 
柱３：中・長期の視点にたった施策を展開し、未来に向けた基盤をつくる 
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日赤災害医療コーディネートスタッフ

日赤災害医療コーディネートスタッフ

県支部訓練の様子 阿賀野川早出川総合水防演習の参加

よって、時に体調の変化など身体的な症状と

して
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参考：令和3年度海外たすけあいバナー

新会館
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　限られた時間で希望する内容を学びたいというニーズに対応するための防

災プログラムや生命と健康を守る講習会のプログラムを整理し、複数の内容

を選択できるよう新しいプログラムを企画し、チラシによりPRする。

　また、新潟県支部ホームページから受講申し込みが行えるシステムを制作

し、利便性向上を図る。
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【各種講習会開催計画】 

講習名 講習の種類 

主 催 区 分 
合計

（回） 

新潟県支部・

施設（回） 

安全奉仕団 

（回） 

外部 

団体等 

（回） 

防災 

プログラム 

防災・ 

減災セミナー 

気象台連携講習 

防災プログラム 
１ ０ ０ １ 

生命と 

健康を守る 

講習会 

救急法 

 ２２ ３ ８１ １ 習講礎基

救急員養成講習 ０ １８ ０ １８ 

短期講習 ０ １８ ９７ １１５ 

水上安全法 

救助員Ⅰ養成（プール） ０ 
１ 

(新潟県支部共催)
１ ２ 

救助員Ⅱ養成（海） ０ ０ ０ ０ 

短期講習 
３ 

（県教委共催）
０ １２ １５ 

健康生活 

支援講習 

支援員養成講習 １ ２ ０ ３ 

短期講習 ０ １８ １２ ３０ 

幼児安全法 

支援員養成講習 １ ３ ０ ４ 

短期講習 ０ ３ １３ １６ 
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【各種講習会のプログラム】 

種 類 内 容 

生

命

と

健

康

を

守

る

講

習

会 

救急法 

・成人への心肺蘇生と AEDの使い方

・喉に物が詰まったときの対応

・止血 ・けがの手当（三角巾）

・骨折、ねんざの手当 ・傷病者の搬送法

・急病時の手当 ・傷病者の寝かせ方と保温

水上安全法 

・事故事例から学ぶ、水の事故予防

・監視のポイント

・救助用器具（リングブイ等）の使い方

・ライフジャケットの正しい着用法

・身近なもの自己保全 ・着衣泳

・ロープワーク

・非常手段である水に入っての救助

・自然水域（海・川・湖）での救助

幼児安全法 

・こどもの特徴と事故予防

・こどもに起こりやすい事故の手当

・こどもの喉に物が詰まったときの対応

・乳幼児への心肺蘇生と AEDの使い方

・こどもの病気と看病

・災害の時に必要な乳幼児の支援

健康生活支援講習 

・避難所生活で気を付けたいこと

・災害時に役立つ豆知識 ・健康増進

・高齢者疑似体験

・高齢者に起こりやすい事故の予防と手当、急

病への対応

・高齢者疑似体験

・障がいのある方への支援の方法

・からだの動かし方 ・車椅子での移動

・食事 ・排泄 ・着替え ・からだの清潔

・認知症高齢者への対応

・人生のエンディングを考える

・癒しのハンドケア
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（２）地域コミュニティや学校との連携によるプログラムの計画的かつ効率的

な実施

ア 地域ニーズと指導者を調整する仕組みづくりと業務の効率化

イ 地区分区（地元行政含む）、コミュニティ協議会、自主防災組織、奉

仕団、JRC加盟校（PTA含む）等との連携による計画的かつ効率的な事

業の実施 

（ア）他団体と連携した赤十字防災・減災セミナー開催

気象台と連携したプログラムを企画し、開催する。

（イ）新規講習会開催団体を拡充するための方策を実施

ａ 救急法 

   講習会未実施の法人・団体に、講習会を紹介する。 

ｂ 水上安全法 

    新潟市教育委員会にプール授業開始前の講習会を紹介し、新潟

市内小学校での講習会開催に繋げる。 

ｃ 幼児安全法 

  保育関連の専門学校や保育所に関係のある幼児安全法指導員を

通じて、講習会を紹介し開催に繋げる。 

ｄ 健康生活支援講習 

  地域住民の自助・互助の意識の醸成、地域包括ケアシステムの

構築を目的に、各赤十字奉仕団に講習会の開催を依頼する。 

（３）必要な人材の確保

ア 防災教育事業指導者養成

新潟県支部主催で、ボランティアを対象に研修会を開催し、「災害の備

え」「災害エスノグラフィー」「災害図上訓練（DIG）」を実施できる防災教

育事業指導者を養成する。 

イ 防災ボランティア等の育成

平時における防災のプログラムを、防災ボランティア及び青少年赤十

字賛助奉仕団員が対応できるよう、研修会等で育成する。 

ウ 生命と健康を守る講習会の指導員養成・育成

一定の条件を満たした各種の講習会指導員に対し、講習展開や指導技

術の維持・向上のために、年１回以上指導員研修会を実施する。 

また、定期的に指導員の知識や指導技術等を確認するため、適性審査を

実施する。令和４年度は、赤十字幼児安全法指導員養成研修会を開催し、

対応できる指導員を増員する。 

− 7−



【指導者養成・育成にかかる研修会等の計画】 

研修会・講習会 対象者 

防災教育事業指導者養成研修会 防災ボランティア、青少年赤十字賛助奉仕団員 

防災ボランティア地区リーダー研修会 

救急法等各種指導員研修会 

救急法指導員 水上安全法指導員 

幼児安全法指導員 

健康生活支援講習指導員 

救急法等各種指導員資格継続適性審査 

救急法指導員 水上安全法指導員 

幼児安全法指導員 

健康生活支援講習指導員 

幼児安全法指導員養成講習会 ボランティア 

【令和４年１月１日現在 講習指導員資格保有数 ※複数資格保有あり】 

講習名 
ボランティア 

指導員数（人） 

職員指導員数 

（新潟県支部・施設含）（人） 

防災教育事業指導者 ２ ３ 

救急法 １２６ ２３ 

水上安全法 ２８ ０ 

幼児安全法 ３３ ６ 

健康生活支援講習 ２２ ５ 

（４）必要な資材の整備と適正な配置

ア 幼稚園・保育所や学校に防災プログラムで使用する「きけんはっけん！」

や「まもるいのち ひろめるぼうさい」等の教材を配布し、講演等の依頼

に対応する。 

イ 新潟県内赤十字安全奉仕団分団に対し、心肺蘇生法訓練用人形等の講習

資材を分散配置し、各地域からのニーズに迅速に対応するとともに、地域

（分団）間で連携した講習会を開催できるようにする。 

幼稚園・保育所向け防災教材 
「きけん はっけん！」 

青少年赤十字防災教育プログラム 
「まもるいのち ひろめるぼうさい」 

幼稚園・保育所向け防災教材 
「きけん はっけん！」 

防災ボランティア 
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の活用により実施している。

及び
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日本赤十字社新潟県支部の公式YouTubeに風呂敷を使った
「防災頭巾」の作り方、毛布を活用した「保温方法」を公開
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きていない）

求められる。

社資収入

（ア）

（イ）

（ウ）

確保

を推進
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４千件程度購入し、新規開拓

１万２千件程度発送する。

増加させる。

による

による 金

法書士会等への働きかけ

や遺贈による寄付に関するパンフレットを作成し、信託

銀行や地銀、関係機関等へ掲示の依頼を行う。

参加して、赤十
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カ 企業、団体とのパートナーシップ制度の推進

（ア）協力額に応じた広報媒体を提供し、イメージアップに繋がるパー

トナーシップ制度を推進する。

・年間１０万円以上の協力法人に対して、支部ホームページ企業

名を掲載する。 

・年間３万円以上の協力法人に対してパートナーシッププレー

トを提供する。

・年間１万円以上の協力法人に対してパートナーシップステッ

カーを提供する。

(イ)パートナー企業、団体を募集していく。

（ウ）企業、団体との協働により、売上金の一部が赤十字に寄付され

る募金型自動販売機の設置を推進する。（赤十字支援マークの活

用など） 

（２）収益事業等、新たな活動資金確保にかかる検討

新たな活動資金確保に向けた取り組み（法人の金銭的社会貢献にあたって、

当支部が選ばれるようなパートナーシップ制度の内容の拡充等）を引き続き検

討する。 

プレート（年間３万円以上） 

募金型自動販売機

ステッカー（年間１万円以上）

赤十字支援マーク
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及び

基礎研修を受講している地域赤十字奉仕団

施策⑦　地域に密着した赤十字活動の推進と組織体制の強化

上記

について、
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イ ホームページや SNS 等の ICT ツール活用

赤十字奉仕団の活動のほか、新潟県支部の活動等をホームページと

Facebook に掲載し、活動内容を知りたい層向けの情報源とする。 

 また、県青年赤十字奉仕団連絡協議会が開催する Web 会議をサポート

し、奉仕団活動の活性化を促す。 

（４）災害に特化したボランティアの組織強化

ア 防災啓発活動で活躍できるボランティアの育成

災害時に連携の取れた支援活動が行われるよう、地域において防災に

関わる赤十字防災ボランティアの育成を進める。 

イ 防災ボランティアの体制の検討

災害時及び平時の防災啓発活動において活躍する社会ニーズに適した

防災ボランティア体制の構築に向けたあり方の検討を進める。 

（５）地域との連携による事業展開

ア 青少年赤十字加盟校や各種赤十字奉仕団などが連携する活動の検討

奉仕団と青少年赤十字加盟校とが連携を進めていけるよう、赤十字奉

仕団活動推進検討委員会において、方策を検討する。 

【赤十字奉仕団予定登録数】 

名 称 団数（団） 団員数（人） 

地 域 赤 十 字 奉 仕 団 ３７ ３，８００ 

青 年 赤 十 字 奉 仕 団 ８ ３５０ 

特 殊 赤 十 字 奉 仕 団 ２２ １，７００ 

地域住⺠と交流している 
⻘年⾚⼗字奉仕団 

活動を報告している新潟県支部
ホームページ
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【赤十字防災ボランティア予定登録数】 

名 称 予定数（人） 

赤十字防災ボランティア リーダー ７ 

赤十字防災ボランティア 地区リーダー ４０ 
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令和元年度に５年後を

見据えた中期ビジョン（２０２０〜２０２４）を整備した。
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携し、より効果的・効率的な事業展開を図る。県内赤十字施設とは、業

務連絡会議を通じ情報共有を図り、施設間で事業を補い合える体制を整

備するなど、日赤としてネットワークを確立する。 

イ 赤十字組織本来の目的を職員が共有し、共感しながら、主体的・自発

的に活動できる組織基盤を構築する。 

（３）赤十字の信頼性確保とブランド力の維持・向上

全職員が、研修等を通じてコンプライア

ンスに対する意識を高めるほか、監査や評

議員会で、業務の可視化や情報開示を積極

的に進め、組織全体の透明性を図ることに

より、赤十字の信頼性を確保する。 

施策⑨ 施策を担う職員の確保・育成 

（１）人材（支部職員）確保・育成プランの策定

多様化・高度化する事業のニーズに対応し得る専門性を有した職員と、事

業全体を横断的、総合的に判断できる広い視野を有する職員の育成が必要で

あることから、計画的なキャリア形成プログラムを導入し、人材育成・能力

開発の充実を図る。 

(２）中期ビジョンの実現に必要な支部職員の育成

  職員個人が能力向上を図れるよう、職員が自ら知識・スキルの取得できる

自己啓発機会を提供する。 

(３）適正な労働環境とワークライフバランスの実現

  職員が心身とも健康で、安心して働き続けられる職場にするため、「健康経

営」への取り組みを宣言し、健康維持・増進のサポートを積極的に行う。 

  また、仕事と生活のオンとオフのメリハリをつけることによりワークライ

フバランスを実践し、組織全体の生産性の向上を図る。

評議員会開催の様子 
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施策⑩ パートナーとの協働、多用な赤十字活動の拠点となる会館の建設

(１）会館の建設および事務所の移転

ア 建替工事の施行管理

基本設計、実施設計に基づいた建替工事が計画通りに行われるよう、設

計者、建設会社、新潟県支部の連携を強化した施工管理を行う。 

イ テナントにおける業務運営

新会館建替工事に伴い、一時移転先（テナント）における業務運営を行

うと共に、新会館完成に合わせた事務所の移転及び竣工式等の準備を行

う。 

（２）新会館における活動準備

新会館の完成を契機として全てのプロジェクトが円滑に進むように、会館

を利用する地域やボランティア等の意見を反映させるワークショップや各種

調査、検討会（建設実行委員会）を開催する。 

＜現状＞ 

○ 現赤十字会館の老朽化に伴い、数年以内に新・赤十字会館を建設する必要

がある。 

○ 現在の社会ニーズに応えた活動を行うためには、災害発生時に救護活動の

拠点となり、平時には講習会やボランティア等で市民が集う場となるような会

館が必要である。 

＜課題＞ 

・今後の支部が果たすべき役割と新・赤十字会館に求められる機能の検討

新・赤十字会館（基本設計イメージ） 
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施策⑪　未来を担う豊かな心をもった青少年の育成
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【青少年赤十字加盟校予定登録数】

新会館の建設や 「子どもたちの未

来をもっと明るくすること」などを目的に、地域も年代も越えて、学生や社会

人・主婦など様々な職業や立場の方々が集まり、企画・発信していくプロジェ

クト「赤十字こども若者みらい会議」（仮称）を発足する。

を内

容にした、

企画
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黄色い交通安全帽
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地域医療連携学術講演会
（ハイブリッド開催）

救急研修（ドクターヘリ前にて）
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（２）長岡赤十字看護専門学校

＜現 状＞ 

〇１８歳以下の人口減少、看護基礎教育の大学化及び県内看護師等養成所の新

設に伴い、優秀で高い志をもつ学生の確保は年々厳しさを増している。 

〇教職員の確保と資質の維持・向上や、学生の学習環境の整備、並びに補助金だ

けでは賄いきれない運営費の捻出等、運営面での障壁は大きい。 

〇学生の教育を保障すべく、新型コロナ感染症拡大防止ガイドライン及び感染

状況レベル別 BCP 策定、オンライン授業の実施等、コロナ禍での事業継続に向

けて柔軟に対応している。 

＜課 題＞ 

・選ばれ支持される看護教育機関として、本校の実績と強み訴求に向けた学生・

学校への広報活動の強化、教職員の資質向上に努める。 

看護師として人として成長できる教育を通して、人を大切にする看護実践者

を養成し、赤十字だけにとどまらず県内外に広く優秀な人材を輩出している。本

校の責務を果たすため、学生・卒業生の地域貢献と看護職員の定着促進に向けて、

行政や関連機関との連携を強化する。また、実習諸施設における質の高い実習指

導を願うほか、コロナ禍・アフターコロナにおける健全な学校運営のために、県

や本社、支部との連携強化を図り、赤十字の優れた看護実践を継承すべく、豊か

な人間性と高い能力を兼ね備えた看護師を安定的に養成する。 

戴帽式統合技術演習
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【令和４年度献血受入計画】
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、
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及

び
研

修
会

名
称

実
施

予
定

日
開

催
地

対
象

者
評

議
員

会
第

１
２

６
回

評
議

員
会

６
月

新
潟

市
評

議
員

他
第

１
２

７
回

評
議

員
会

２
月

新
潟

市
評

議
員

他
全

国
赤

十
字

大
会

全
国

赤
十

字
大

会
５

月
東

京
都

赤
十

字
支

援
者

他
地

区
・

分
区

の
会

議
・

研
修

会
地

区
分

区
参

与
・

事
務

委
員

会
議

4月
22

日
新

潟
市

地
区

分
区

参
与

・
事

務
委

員
地

区
分

区
事

務
担

当
者

会
議

5月
新

潟
市

（
WE

B）
地

区
分

区
事

務
担

当
者

地
区

分
区

事
務

担
当

者
会

議
12

月
新

潟
市

（
WE

B）
地

区
分

区
事

務
担

当
者

災
害

救
護

救
護

班
要

員
任

命
式

・
新

任
救

護
班

要
員

研
修

会
4月

（
1日

間
）

長
岡

市
病

院
職

員
信

濃
川

・
魚

野
川

総
合

水
防

演
習

5月
29

日
燕

市
支

部
職

員
、

病
院

職
員

第
２

ブ
ロ

ッ
ク

支
部

事
業

推
進

課
長

会
議

5月
（

2日
間

）
東

京
都

支
部

職
員

防
災

教
育

事
業

指
導

者
養

成
研

修
6～

7月
（

3日
間

）
東

京
都

支
部

職
員

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
防

災
教

育
事

業
主

任
指

導
者

研
修

5月
/9

月
（

1日
間

）
東

京
都

防
災

教
育

事
業

主
任

指
導

者
新

潟
県

支
部

 救
護

員
訓

練
下

半
期

（
2日

間
）

長
岡

市
支

部
職

員
、

病
院

職
員

　
他

第
２

ブ
ロ

ッ
ク

支
部

先
遣

隊
要

員
訓

練
2月

（
2日

間
）

茨
城

県
支

部
職

員
第

２
ブ

ロ
ッ

ク
支

部
被

災
地

支
部

運
営

訓
練

3月
（

1日
間

）
埼

玉
県

支
部

職
員

本
社

・
第

２
ブ

ロ
ッ

ク
支

部
災

害
救

護
訓

練
下

半
期

（
2日

間
）

神
奈

川
県

支
部

職
員

、
病

院
職

員
第

３
ブ

ロ
ッ

ク
支

部
合

同
災

害
救

護
訓

練
下

半
期

（
2日

間
）

長
野

市
支

部
職

員
、

病
院

職
員

赤
十

字
こ

こ
ろ

の
ケ

ア
指

導
者

養
成

研
修

会
下

半
期

（
3日

間
）

東
京

都
病

院
職

員
全

国
支

部
救

護
業

務
担

当
課

長
会

議
未

定
（

1日
間

）
東

京
都

支
部

職
員

新
潟

県
総

合
防

災
訓

練
未

定
（

1日
間

）
未

定
支

部
職

員
、

病
院

職
員

　
他

新
潟

空
港

航
空

機
事

故
対

処
訓

練
未

定
（

1日
間

）
新

潟
市

支
部

職
員

、
病

院
職

員
支

部
災

対
本

部
運

営
訓

練
未

定
（

1日
間

）
新

潟
市

支
部

職
員

　
救

護
看

護
師

養
成

研
修

会
未

定
（

2日
間

）
長

岡
市

病
院

看
護

師
日

赤
災

害
医

療
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

研
修

会
（

年
3回

）
未

定
（

3日
間

）
未

定
支

部
職

員
、

病
院

職
員

全
国

赤
十

字
救

護
班

研
修

会
（

年
２

回
）

未
定

（
3日

間
）

東
京

都
支

部
職

員
、

病
院

職
員

第
２

ブ
ロ

ッ
ク

支
部

広
域

救
護

・
救

援
体

制
調

査
研

究
会

年
間

（
６

回
）

We
b会

議
・

東
京

都
支

部
職

員
青

少
年

赤
十

字
青

少
年

赤
十

字
創

設
10

0周
年

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

5月
5日

We
b配

信
青

少
年

赤
十

字
関

係
者

指
導

講
師

打
合

せ
会

（
年

２
回

）
4月

/1
2月

新
潟

市
指

導
講

師
支

部
青

少
年

赤
十

字
担

当
者

会
議

4月
（

1日
間

）
We

b会
議

支
部

職
員

諸
会

議
・

研
修

会
等

予
定

表

〔
災

害
対

応
等

で
日

程
の

変
更

や
中

止
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
〕

− 29 −



区
　

　
分

会
議

、
訓

練
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び
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修
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名
称

実
施

予
定

日
開

催
地

対
象

者
諸

会
議

・
研

修
会

等
予

定
表

青
少

年
赤

十
字

全
国

指
導

者
協

議
会

総
会

・
研

修
会

6月
末

（
1日

間
）

東
京

都
新
潟
県
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会
長

全
国

青
少

年
赤

十
字

賛
助

奉
仕

団
協

議
会

総
会

7月
中

旬
（

2日
間

）
東

京
都

新
潟

県
青

少
年

赤
十

字
賛

助
奉

仕
団

委
員

長
青

少
年

赤
十

字
メ

ン
バ

ー
対

象
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・

セ
ン

タ
ー

7～
8月

県
内

５
地

区
青

少
年

赤
十

字
加

盟
校

メ
ン

バ
ー

第
２

ブ
ロ

ッ
ク

青
少

年
赤

十
字

指
導

者
協

議
会

研
究

集
会

8月
東

京
都

青
少

年
赤

十
字

加
盟

校
指

導
者

・
支

部
職

員
青

少
年

赤
十

字
ス

タ
デ

ィ
ー

・
セ

ン
タ

ー
3月

下
旬

(5
日

間
)

山
梨

県
青

少
年

赤
十

字
メ

ン
バ

ー
赤

十
字

奉
仕

団
新

潟
県

赤
十

字
安

全
奉

仕
団

指
導

員
会

総
会

・
指

導
員

会
研

修
会

（
年

2回
）

4月
10

日
/未

定
新

潟
市

指
導

員
会

員
新

潟
県

青
年

赤
十

字
奉

仕
団

連
絡

協
議

会
総

会
4月

（
1日

間
）

新
潟

市
青

年
奉

仕
団

員
支

部
赤

十
字

奉
仕

団
担

当
者

初
任

者
研

修
会

4月
（

1日
間

）
We

b会
議

支
部

職
員

赤
十

字
奉

仕
団

活
動

推
進

検
討

委
員

会
（

年
3回

）
4月

/8
月

/1
2月

新
潟

市
支

部
職

員
及

び
検

討
委

員
新

潟
県

青
少

年
赤

十
字

賛
助

奉
仕

団
総

会
5月

（
1日

間
）

新
潟

市
賛

助
奉

仕
団

員
赤

十
字

奉
仕

団
中

央
委

員
会

5月
末

（
２

日
間

）
東

京
都

新
潟

県
赤

十
字

奉
仕

団
委

員
会

委
員

長
及

び
支

部
職

員

第
２

ブ
ロ

ッ
ク

青
年

赤
十

字
奉

仕
団

連
絡

協
議

会
（

年
2回

）
6月

/1
1月

東
京

都
/茨

城
県

青
年

奉
仕

団
員

赤
十

字
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
推

進
検

討
委

員
会

（
年

2回
）

6月
/1

1月
新

潟
市

赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
検
討
委
員

支
部

赤
十

字
奉

仕
団

担
当

者
会

議
7月

上
旬

We
b会

議
支

部
職

員
赤

十
字

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

8/
27

～
29

東
京

都
各

赤
十

字
奉

仕
団

リ
ー

ダ
ー

赤
十

字
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
地

区
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

8月
（

1日
間

）
新

潟
市

赤
十

字
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
リ

ー
ダ

ー
・

地
区

リ
ー

ダ
ー

新
潟

県
青

年
赤

十
字

奉
仕

団
連

絡
協

議
会

研
修

会
9月

（
2日

間
）

新
潟

市
青

年
奉

仕
団

員
全

国
青

少
年

赤
十

字
賛

助
奉

仕
団

第
２

ブ
ロ

ッ
ク

研
究

協
議

会
10

月
（

1日
間

）
東

京
都

県
賛

助
奉

仕
団

役
員

第
２

ブ
ロ

ッ
ク

赤
十

字
奉

仕
団

委
員

長
・

担
当

課
長

会
議

11
月

（
2日

間
）

神
奈

川
県

新
潟

県
赤

十
字

奉
仕

団
委

員
会

委
員

長
及

び
支

部
職

員

赤
十

字
奉

仕
団

支
部

指
導

講
師

研
修

会
2月

上
旬

（
3日

間
）

東
京

都
新

任
赤

十
字

奉
仕

団
支

部
指

導
講

師
赤

十
字

奉
仕

団
委

員
長

・
事

務
担

当
者

会
議

（
上

・
中

・
下

越
・

佐
渡

）
2～

3月
（

各
1日

間
）

県
内

4地
域

奉
仕

団
員

及
び

支
部

職
員

新
潟

県
赤

十
字

安
全

奉
仕

団
代

議
員

会
3月

11
日

新
潟

市
安

全
奉

仕
団

員
新

潟
県

ア
マ

チ
ュ

ア
無

線
赤

十
字

奉
仕

団
連

絡
協

議
会

総
会

3月
（

1日
間

）
新

潟
市

無
線

奉
仕

団
員

赤
十

字
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
リ

ー
ダ

ー
養

成
研

修
会

下
半

期
（

3日
間

）
東

京
都

赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
候
補
者

赤
十

字
防

災
啓

発
セ

ミ
ナ

ー
未

定
（

1日
間

）
新

潟
市

一
般

地
域

住
民

新
潟

県
赤

十
字

安
全

奉
仕

団
地

区
研

修
会

未
定

（
各

1日
間

）
県

内
5地

域
安

全
奉

仕
団

員
新

潟
県

青
少

年
赤

十
字

賛
助

奉
仕

団
研

修
会

未
定

（
1日

間
）

新
潟

市
賛

助
奉

仕
団

員
新

潟
県

青
少

年
赤

十
字

賛
助

奉
仕

団
役

員
会

（
年

2回
）

未
定

（
1日

間
）

新
潟

市
賛

助
奉

仕
団

員
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会
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研

修
会

等
予
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表

生
命

と
健

康
を

守
る

講
習

会
健

康
生

活
支

援
講

習
支

援
員

養
成

講
習

会
5/

28
,2

9
新

潟
市

一
般

市
民

地
域

包
括

ケ
ア

担
当

者
会

議
5月

/1
0月

/1
～

2月
東

京
都

/W
eb

会
議

支
部

職
員

講
習

担
当

者
研

修
会

6月
(2

日
間

)
東

京
都

支
部

職
員

救
急

法
等

講
習

IC
T検

討
推

進
委

員
会

(仮
称

)
6月

/2
月

(各
2日

間
)

東
京

都
IC

T検
討

担
当

委
員

救
急

法
講

師
研

究
会

6月
（

2日
間

）
東

京
都

講
師

研
究

会
委

員
幼

児
安

全
法

講
師

研
究

会
6月

（
2日

間
）

東
京

都
講

師
研

究
会

委
員

幼
児

安
全

法
支

援
養

成
講

習
会

(下
越

)
6/

11
,1

2
新

潟
市

一
般

市
民

水
上

安
全

法
短

期
講

習
会

「
ち

び
っ

こ
海

の
安

全
教

室
（

着
衣

泳
等

）
」

海
レ

ク
サ

ポ
ー

ト
共

催
7～

8月
聖

籠
町

一
般

市
民

幼
児

安
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